
短 報

乳 用 未 経 産 牛 の 人 工 授 精 直 後 の 陰 唇 刺 激 が

受 胎 率 に 及 ぼ す 効 果

小 野 守1),2)小 関 茂 樹3)斉 藤 康 倫4)泉 徳 和5)

松 井 基 純1),2)† 大 澤 健 司2),6)三 宅 陽 一),2)

1)帯 広 畜 産大 学 畜 産学 部(〒080-8555帯 広 市稲 田 町 西2-11)

2)岐 阜 大 学大 学 院連 合 獣 医学 研 究 科(〒501-1193岐 阜 市柳 戸1-1)

3)十 勝 農 業共 済組 合(〒089-1182帯 広 市 川 西 町 基線5928)

4)千 葉 県 農 業 共 済 組 合 連 合 会(〒299-0126市 原市 天羽 田736)

5)石 川県 立大 学 生 物 資源 環 境 学 部(〒921-8836石 川郡 野 々市 町 末松1-308)

6)岩 手 大 学 農 学 部(〒020-8550盛 岡市 上 田3-18-8)

(2006年6月19日 受付 ・2008年2月25日 受理)

要 約

人工授精(AI)後 の陰唇刺激がホルスタイン種乳用牛の受胎率に及ぼす効果を評価するために,未 経産牛295頭 を用

い,AI直 後に手指による陰唇刺激を15秒 間行って対照群と比較 した.そ の結果,陰 唇刺激群の受胎率は対照群 よりも

高かった(69.2%vs64.7%)が,有 意差はなかった.ま た,対 照群において7月 から8月 に受胎率が低下する傾向が認

められたが,陰 唇刺激群では認められなかった.両 群の受胎成績のTemperature-Humidity Index(THI)別 の分析で

は,対 照群において,暑 熱ス トレス条件下 とされるTHIが72以 上の場合の受胎率は,72以 下の場合 よりも有意に低か

った(P<0.01)が,陰 唇刺激群ではそのような差異は認められなかった.

キーワー ド:受 胎率,乳 用未経産牛,陰 唇刺激.
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酪農家や肉用牛の生産農家にとって飼養牛の繁殖管理

は生命線であり,生産性向上のために多 くの研究[1-10]

が行われてきた.し かし,現 在の日本では多頭化が進み

繁殖管理が困難 となってきているため,人 工授精(AI)

時の受胎率は乳牛で50%,肉 牛で60%程 度であ り,受

胎率の向上が生産現場の大きな課題 となっている.

30年 ほど前からアメリカなどでAI後 の陰核刺激が牛

の受胎率を向上させることが報告[1-4]さ れてお り,

日本でも同様の結果が報告[5]さ れている.し かしな

が ら,日 本の生産現場において陰核刺激の認知度は低

い.

従来の陰核刺激は用手法であり,手 間や費用がかから

ない点で優れているが,陰 核を直接手指で刺激するため

衛生面での不安がある.本 研究は,AI直 後の陰唇刺激

が受胎率に与える効果を明らかにすることを目的として

行った.

材 料 お よ び 方 法

供試牛:供 試牛はホルスタイン種乳牛で,北 海道帯広

市内にある1公 共牧野において同一条件下で飼育されて

いる未経産牛295頭 を無作為に陰唇刺激群(以 下刺激群,

156頭)と 対照群(139頭)に 区分して用いた.こ れら

の平均生後月齢は刺激群では16.4±3.1ヵ 月齢,対 照群

では17.0±3.2ヵ 月齢であった.

実験方法:AIと 陰唇刺激および妊娠診断は同一の1

人の獣医師によって行われ,試 験期間は2005年6月7

日から10月7日 までの4ヵ 月間であった.供 試牛の発情

発見は1日 に朝昼夜3回 の発情観察によって行われ,AI

はスタンディング発情の認められたものに対 して実施さ

れた.刺 激群においては,AI直 後に人差 し指 と中指を

牛の陰唇背側交連付近の左右の陰唇に押 し付け15秒 間

上下に加圧 しなが らさすった.妊 娠診断はAI後60日 前

後に直腸検査法によって行い,刺 激群と対照群の受胎率

を比較 した.ま た,AI回 数別,実 施月別,お よびTem-
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表1陰 唇刺激群と対照群の要因別受胎率

a,b:P<0.01*:陰 唇刺激群 と対照群 との問の差異の有無**:温 湿度指数

perature-Humidity Index(THI)[6,7]別 に受 胎 成 績

の分 析 を行 った.THIは 温 湿 度 指 数 を表 し,気 温 と温 度

の関 係 を統 合 して 暑 熱 ス トレス を評 価 す る た め に用 い ら

れ てい る もの で,下 記 の 式 に よ り求 めた.

THI=0.8T+0.01H(T―14.3)+46.3

T=温 度(℃),H=相 対 湿 度

THIが72以 上 で 牛 は暑 熱 ス トレス を感 じる と され て

い る[6]こ とか ら,今 回 の 試 験 で はTHI72以 上 と72

未 満 に 区分 して分 析 した.

統 計 分 析:そ れ ぞ れ の群 間 にお け る受胎 率 の差 の比 較

は,κ2検 定 に よ り行 った.

成 績

受 胎 率 は,全 体 と して有 意 差 は なか った が,刺 激 群 が

高 い 傾 向(69.2%vs64.7%)が 認 め られ た(表1).

AI回 数 別 の分 析 に お い て,刺 激 群 と対 照 群 の 問 に 有

意 差 は認 め られ な か っ た(表1).

月 別 受 胎 率 に も有 意 差 は な か っ たが,7月 と8月 に は,

刺 激 群 が 高 い 傾 向 にあ っ た(表1).い っぽ う,実 施 月 別

の受 胎 率 の推 移 を解 析 した結 果,対 照 群 にお い て7月 と

8月 の 受胎 率 は6月 に比 べ て低 い傾 向(7月:P=0.09,

8月:P=0.05)で あ っ た が,刺 激 群 で はそ の よ う な傾

向 は認 め られ な か っ た(図1).

授 精 日のTHIが72以 上 の群 と72未 満 の 群 に分 け て,

刺 激 群 と対 照 群 の受 胎 率 を比 較 す る と,72未 満 の 群 で

は 差 は ほ とん ど な か っ た が,72以 上 の 群 で は刺 激 群 の

方 が 高 い傾 向 が 認 め られ た.ま た,対 照 群 で はTHIが

72未 満 の群 の 受 胎 率 は,72以 上 の群 と比 べ て 有 意 に高

か っ た(P<0.01)が,刺 激群 で は そ の よ うな差 異 は認

め られ なか った.

考 察

本研 究 で は,未 経 産牛 に お い て,授 精 直 後 の 陰唇 刺 激

図1陰 唇刺激群と対照群の月別受胎率の推移

により受胎率が向上 したが,そ の差は有意ではなかっ

た.過 去の陰核刺激と受胎率に関する研究では,未 経産

牛において陰核刺激の効果は認められていない.こ のこ

とに関してRandelら[2]は,外 陰部刺激への反応にお

ける経産牛 と未経産牛との違いは,性 的経験,体 の大 き

さの違いによるものと推論 している.

Seguraら[3]は 南米の熱帯条件下で陰核刺激によっ

て未経産牛の受胎率が向上することを示した.こ れを参

考に,北 海道(帯 広市)に おいて,初 夏から初秋にかけ

て未経産牛を用いた試験を実施 したところ,有 意差はな

い ものの試験期 間を通 じての受胎率は刺激群の方が

4.5%高 く,7～8月 にかけて高い傾向が認められた.暑

熱ス トレス条件下における陰唇刺激の効果を検証するた

めに,授 精 日のTHIが72以 上の群 と72未 満の群に分け

て,刺 激群と対照群の受胎率を比較すると,72未 満の

群では差はほとんどみ られなかったが,72以 上の群で

は刺激群の方が高い傾向が認められた.ま た,対 照群で

はTHIが72未 満の群の受胎率は,72以 上の群 と比べて

有意に高かった(P<0.01)が,刺 激群ではそのような

差異は無かった.つ まり,刺 激群では,THIに より推察

される暑熱ス トレスの有無の問で受胎率に違いは認めら
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れなかった.夏 季の暑熱ス トレスは受胎率に悪影響 を及

ぼすことが報告[8]さ れており,今 回の研究の結果か

ら,陰 唇刺激によって暑熱ス トレスの影響が軽減される

可能性が考えられるが,そ れを検証するためには授精時

の牛の体温や,夏 季の暑熱条件下における牛の子宮の運

動性などの生理学的な研究が必要と考えられる.

全体 として刺激群 と対照群との問で受胎率に有意差が

認められなかった理由には,試 験頭数の不足が考えられ

る.今 後,複 数の農場で一年を通じて試験 を実施 し,十

分な試験頭数を用いて陰唇刺激の有効性を検定する必要

がある.こ れまで外陰部刺激によって受胎率の向上が見

られる理由について,生 理学的に調べた研究は少ない.

外陰部刺激 に対する生理的反応 について,Cooperら

[9]は 陰核刺激が短時間の子宮内圧の上昇を引き起こす

ことを報告 している.ま た,筆 者 らは,発 情期における

牛への陰唇刺激が,子 宮内圧の上昇を誘起することを確

かめた(未 発表).牛 において,子 宮運動が精子の卵管

への輸送を助けることが報告[10-12]さ れているため,

陰唇刺激が精子の輸送に役立っている可能性 も考えられ

る.

今回用いた外陰部刺激は,特 に薬剤の使用が必要でな

く方法も容易であ り,コ ス ト的にも生産性に対 して有用

であると考えられる.薬 剤の使用規制が強まる中,生 得

的なものに焦点を当て,本 来牛に備わっている能力を引

き出すこともまた重要な獣医療の一つと考えられる.今

後,AI直 後の陰唇刺激が受胎率に及ぼす効果に関する

追加試験だけでなく,そ の生体への影響 とメカニズムに

ついても研究する予定である.
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The Effects of Labial Stimulation after Artificial Insemination on Conception Rates 

in Holstein Heifers 
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SUMMARY

The present experiment was conducted to assess the effects of labial stimulation after artificial insemination 

(AI) on the conception rate in Holstein cattle. In this experiment, 295 heifers were randomly assigned to a con-
trol group and an exposure group. The labia of the heifers in the exposure group were stimulated for 15 sec-
onds after AI. The conception rates in heifers in the exposure group (69.2%) tended to be higher than those 
in the control group (64.7%) . The conception rate of heifers in the control from July to August tended tobe 
lower, but this tendency was not observed in heifers in the exposure group. When we analyzed the effect of 
the efficiency of labial stimulation on the Temperature-Humidity Index (THI), the conception rates in the con-
trol in THI z 72 group (46.8%) were significantly lower (P< 0.01) than those in the THI < 72 group (73.9%). 
However, this difference was not observed in the exposure group. 

-Key words : conception rate, heifer, labial stimulation. 
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